
 

夏休みまであと１週間になりました。大雨と猛暑が繰り返される日々ですがいかがお過ごし

でしょうか。先日の大雨は、保護者の皆様にはたいへんご心配をおかけしました。 

さて、本校では夏休み前に、自分の命を守るため、また様々な犯罪に巻き込まれないために

講演会（実技講習会）を行いました。 

地震発生直後、理科室での火災

を想定しての避難訓練を行い

ました。全員が避難するまでにかかった時間は 2 分 48 秒でした。八女消

防署の方より、火災に遭ったときの注意点や消化器の使い方、そして自然災

害時に気をつけることなどの話を聴きました。 

 

久留米少年サポートセン

ターと八女警察署の方よ

り、薬物の種類や乱用状況、そして心と体にどのような悪影響があるのか、

また薬物を誘われたときの断り方などを学びました。 

 

NPO 法人｢子どもとメ

ディア｣の方より、スマ

ートフォンやタブレットを使用する際に気をつけることや、インターネッ

トによる｢いじめ｣や｢トラブルの防止｣などについて話を聴きました。 

 

八女消防署の方より、心肺蘇生

法及び AEDの使い方について

話を聴き、その後生徒全員グループに分かれて実技講習を受けました。 

 

※夏休み期間を、健康で安全にそして有意義に過ごすため再度ご

家庭でも話し合いの時間を作ってください。 

 

大雨のため日程が変更になりましたが、７月３日(月)から６日(木)までの４日間で中体連八

女地区大会が行われました。３年生にとっては最後となる大会です。各部とも 3 年生を中心

に精一杯頑張りました。保護者の皆様のご理解とご協力に改めて感謝申し上げます。ありがと

うございました。 

【八女地区大会の主な結果については以下のとおりです。】 

○男子卓球 団体３位 (筑後地区大会出場)        ○女子卓球 団体予選リーグ １勝１敗 

○女子バレーボール 予選１勝１敗 ベスト６        ○軟式野球 初戦勝利 ２回戦 惜敗  

○剣道 男子個人 女子個人 1 回戦 惜敗   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月９日(日)に八女市文化会館で八女地区弁論大会が開かれました。本校から３年生が出場し、

『いと』という演題で、命の尊さについて自分の考えを堂々と述べました。その結果、最優秀賞に

選ばれ、八女地区の代表として７月 22 日(土)大川市文化センターで行われる筑後地区青少年弁論

大会に出場します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５号 令和５年７月１４日 

編集責任者 校長 下川 泰伸 
  

中体連八女地区大会(卓球、バレーボール、軟式野球、剣道)に出場 

７・８月の主な行事予定 

  7／20 日(木) 授業終了、全校集会     8/４日(金) 全校出校日、平和学習、宿題点検 

    21 日(金) 夏季休業 (～8/24)       11 日(金) 山の日 

24 日(月) 補充学習開始                 1４日(月) 学校閉庁日(～16 日) 

                       25 日(金) 授業開始、全校集会 

※各学年での計画をご確認ください    29 日(火) 夏休み課題テスト 

薬物乱用防止教室 ６月１６(金) 

親子規範意識教室 6月 26日(月) 

救命救急法 ６月 28日(水) 

避難訓練実施 6月 6日(火) 

八女地区青少年弁論大会で最優秀賞を受賞 



７月は同和問題啓発強調月間です
 

福岡県では、同和問題の解決をめざして７月を「同和問題啓発強調月間」と定め、各機

関や学校で差別をなくす取組を行っています。そこで本校が、6月と 7月に行った人権学

習について紹介します。 

 

 

○いじめについて考えよう「５つの立場」から 【７月７日】 

 

1年生は、身近な「いじめ」について考えました。 

いじめに気づいていても何もしない「傍観者」はいじめ 

る側となること、いじめをなくすには「なくそうと努力 

する人」になることが大切であることを学びました。 

 

 

〔生徒感想より〕 

・いじめられている人がいたら、周りの人に相談したり、声をかけたりしたいと思う。 

・いじめに対して無関心な人や傍観者にならないように、いじめをされている人を見かけたら勇気 

 を出して止めるか大人に相談できる人になりたいと思う。 

・いじめに無関心な人、傍観者もいじめる側に入ることがわかった。勇気を出して行動していきた 

 い。そして、いじめのないクラスにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  ハンセン病について正しく知り、 

差別について考えよう 【６月９日】 

 

2年生は、ハンセン病と悲しい歴史について学習しました。ハンセン病はうつることの

ない病気とわかり治療薬が開発されてからも、人々の“無知”や“偏見”によって患者に

対する差別が続いたこと。差別をなくすには正しく学ぶことが大切だということを確認し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔生徒感想より〕 

・相手を尊重するのは簡単そうでできている人は少ない。できていると思ってもできていなかった 

り、人の心をかえるのは難しいけど、一人でも多く誤解をうまないようにしたいと思いました。 

まわりに流されず、噂を信じず、自分をもって努力していこうと思います。そして悲しむ人が減 

ればいいなと思います。 

・思い込みなどで行動せず、しっかりとした情報を知り、行動していくことが必要だと思います（学 

ぶ）。子どもでもわかるのに、大人が差別をしてどうするんだ！という恥ずかしい心を持って差別 

をやめさせるべきだと思う。 

 

○「解放令」について考えよう 【７月７日】 

 

３年生は、明治時代のはじめに「解放令」が出され、当時あった「身分制」は廃止され

たが、その後、約 150年経った今も差別の実態があること。“差別”は“差別をする人た

ち”によって作り出されること、差別をなくすためには思い込みや噂にながされず、真実

を見つめることが大切だと学びました。 

〔生徒感想より〕 

・今日の学習で、差別や偏見は思い込みや噂で起こることが分かった。 

・全員正しい知識を身につけることができたなら、本当に差別はなくなるかもしれない。相手の人 

のことを考え、尊重し合うのが大切だなと思った。 

・差別をなくしていくためには、しっかり勉強をして正しい知識を身につけることが大切というこ 

とがわかった。噂に流されない人になろうと思った。 

いじめについて 

ハンセン病について 

「解放令」について 

いじめられる人 

いじめる人 

いじめに同調・あおる人 

いじめに無関心・傍観者

られる人 
いじめをなくそうと努力する人

られる人 

い
じ
め
の 

「
五
つ
の
立
場
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どこまでがいじめる側だろう 

患者には誹謗中傷と応
援の２種類の手紙が数
多く寄せられました。 


